
令
和
５
・
６
年
も
記
録
的
猛

暑
で
あ
っ
た
が
、
今
年
は
さ
ら

に
観
測
史
上
最
も
暑
い
夏
を
経

験
し
て
き
た
。

農
作
物
は
、
何
よ
り
も
天
候

の
影
響
を
受
け
る
た
め
、
で
き

る
だ
け
作
物
に
適
し
た
環
境
を

整
え
て
あ
げ
る
こ
と
が
重
要
だ
。

し
か
し
、
今
夏
の
よ
う
な
猛
暑

日
が
続
く
と
、
対
処
の
し
よ
う

も
な
い
レ
ベ
ル
と
も
い
え
る
。

仮
に
対
処
す
る
に
も
、
そ
の

作
業
を
行
う
こ
と
で
作
業
者
が

熱
中
症
で
倒
れ
る
ほ
ど
の
暑
さ

だ
。
と
は
い
え
、
何
も
せ
ず
、

諦
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
の
が

農
家
の
性
か
も
し
れ
な
い
。

で
は
、
ど
う
対
処
し
て
い
け

ば
良
い
の
か
。
消
費
者
に
少
し

で
も
良
質
な
農
産
物
を
届
け
た

い
と
い
う
思
い
で
作
る
の
で
あ

れ
ば
、
天
候
の
リ
ス
ク
を
想
定

し
た
う
え
で
栽
培
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
。

夏
季
の
天
候
リ
ス
ク
は
、
高

温
・
強
光
・
干
ば
つ
・
大
雨
な

ど
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
高
温

干
ば
つ
で
発
生
し
や
す
い
病
害

虫
や
生
理
障
害
等
も
あ
る
。
こ

の
間
に
研
修
農
場
で
も
試
行
錯

誤
し
て
き
た
こ
と
を
忘
れ
な
い

で
も
ら
い
た
い
。

散
水
、
遮
光
・
遮
熱
資
材
、

農
薬
散
布
、
葉
面
散
布
な
ど
を

上
手
に
利
用
し
て
ほ
し
い
。
農

家
に
な
れ
ば
、
働
く
時
間
も
あ

る
程
度
自
由
だ
。
農
作
物
も
暑

く
て
消
耗
す
る
の
で
、
自
分
と

同
じ
よ
う
に
考
え
、
で
き
る
範

囲
で
水
分
補
給
や
日
よ
け
対
策

を
行
う
よ
う
心
が
け
よ
う
。

さ
て
、
今
夏
の
暑
さ
の
中
、

自
分
達
で
実
際
に
野
菜
を
育
て

て
み
て
、
い
ろ
い
ろ
と
感
じ
た

こ
と
を
一
言
ず
つ
語
っ
て
も
ら
っ

た
の
で
記
憶
に
残
し
た
い
。

太
田
さ
ん…

６
月
末
播
き
エ
ダ

マ
メ
の
豆
が
実
ら
ず
に
収
穫
で

き
な
か
っ
た
。
美
味
し
さ
重
視

で
選
定
し
た
が
痛
い
目
に
遭
っ

た
の
で
、
来
年
は
耐
暑
性
に
強

い
品
種
、
マ
ル
チ
な
し
で
播
く
、

防
虫
ネ
ッ
ト
の
ト
ン
ネ
ル
を
大

き
い
も
の
で
常
時
被
覆
す
る
な

ど
の
工
夫
を
し
て
い
き
た
い
。

潅
水
の
大
切
さ
も
学
ん
だ
！

高
橋
さ
ん…

異
常
な
雨
不
足
で
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
発
芽
不
良
や

シ
ョ
ウ
ガ
も
生
育
不
良
と
な
っ

た
。
猛
暑
以
外
で
も
雨
不
足
対

策
の
重
要
性
を
痛
感
し
た
。

田
中
さ
ん…

厳
し
い
暑
さ
の
中

で
野
菜
を
守
る
難
し
さ
を
体
感
。

水
や
り
と
遮
光
の
工
夫
が
今
後

の
栽
培
に
不
可
欠
だ
と
感
じ
た
。

丹
治
さ
ん…

雨
不
足
で
肥
料
が

効
か
ず
、
思
う
よ
う
に
育
た
な

い
も
ど
か
し
さ
を
感
じ
た
。
特

に
里
芋
は
葉
が
焼
け
落
ち
地
表

部
も
枯
れ
て
無
残
な
姿
と
な
っ

た
。
記
録
的
な
暑
さ
、
水
不
足

等
で
作
物
は
上
手
く
育
た
な
い

が
、
雑
草
は
生
え
て
く
る
。

石
谷
さ
ん…
愛
情
込
め
て
育
て

た
野
菜
が
こ
の
熱
い
夏
を
良
く

耐
え
抜
い
て
く
れ
た
と
感
謝
し

て
い
る
。
特
に
キ
ュ
ウ
リ
は
凄

ま
じ
く
、
ど
ん
ど
ん
成
長
し
収

穫
作
業
に
追
わ
れ
た
。
少
雨
だ

が
、
害
虫
の
発
生
は
多
く
防
除

を
行
う
タ
イ
ミ
ン
グ
、
野
菜
の

変
化
、
葉
の
色
の
変
化
、
病
気

の
発
生
を
実
際
こ
の
目
や
手
で

実
感
す
る
こ
と
で
き
た
。

大
柳
さ
ん…

異
常
な
暑
さ
を
体

感
し
た
夏
だ
が
、
同
期
達
と
支

え
合
い
な
が
ら
ど
う
に
か
乗
り

越
え
ら
れ
た
。
野
菜
達
の
頑
張

り
も
間
近
で
見
守
れ
た
こ
と
は
、

就
農
へ
の
励
み
に
な
っ
た
。

澤
田
さ
ん…

厳
し
い
暑
さ
の
中

で
の
作
業
は
と
て
も
大
変
で
今

ま
で
に
無
い
く
ら
い
の
量
の
汗

を
か
い
た
。
野
菜
に
と
っ
て
も

大
変
な
環
境
の
様
で
、
水
が
無

い
と
葉
が
萎
れ
、
水
を
あ
げ
る

と
元
気
に
な
っ
た
り
と
、
人
も

野
菜
も
環
境
に
よ
っ
て
大
き
く

変
わ
る
も
の
だ
と
感
じ
た
。

立
山
さ
ん…

建
設
業
で
は
35

℃
以
上
の
日
は
千
円
な
ど
暑
さ

手
当
を
出
す
事
例
も
あ
り
、
労

働
環
境
も
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

今
後
、
農
業
界
も
様
々
な
対
応

が
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

安
留
さ
ん…

記
録
的
な
暑
さ
の

中
で
も
育
つ
野
菜
に
自
然
の
力

を
感
じ
た
。
就
農
に
向
け
、
暑

さ
へ
の
準
備
や
対
策
を
意
識
し

て
研
修
に
励
み
た
い
。

今
夏
も
非
常
に
厳
し
い
暑
さ

の
中
で
の
研
修
で
あ
っ
た
が
、

無
事
に
峠
を
越
す
こ
と
が
で
き

た
。
こ
の
間
に
は
、
卒
業
生
の

圃
場
見
学
会
や
管
外
視
察
、
栽

培
管
理
に
出
荷
や
直
売
会
な
ど

様
々
な
研
修
を
実
施
し
て
き
た
。

２
年
間
で
農
家
と
し
て
独
り

立
ち
す
る
に
は
、
様
々
な
知
識

と
経
験
が
必
要
だ
。
日
々
の
観

察
と
迅
速
な
対
応
が
何
よ
り
も

大
切
に
な
る
。
今
後
も
、
と
に

か
く
健
康
第
一
に
、
大
い
に
実

践
経
験
を
重
ね
て
も
ら
い
た
い
。

八
王
子
研
修
農
場
で
は
現
在

令
和
８
年
度
研
修
生
（
第
７
期

生
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
申

請
受
付
期
間
は
９
月
12
日
か
ら

11
月
７
日
。
詳
し
い
情
報
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
球
温
暖
化
の
進
行
と
と
も

に
、
太
平
洋
高
気
圧
と
チ
ベ
ッ

ト
高
気
圧
が
重
な
り
合
う
「
ダ

ブ
ル
高
気
圧
」
が
形
成
さ
れ
、

観
測
史
上
、
異
例
の
猛
暑
日
が

続
い
た
。
９
月
も
勢
力
が
維
持

さ
れ
残
暑
も
厳
し
か
っ
た
。
今

後
も
そ
の
影
響
は
続
き
そ
う
だ
。

研
修
農
場
で
は
、
研
修
状
況

等
を
エ
ッ
ク
ス
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
「
東
京
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー

八
王
子
研
修
農
場
」
と
検
索
し

て
み
て
く
だ
さ
い
！
フ
ォ
ロ
ー

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

な
お
、
直
売
情
報
を
い
ち
早

く
お
知
ら
せ
す
る
た
め
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
で
の
配
信
も
行
っ
て
い
ま
す
。

友
だ
ち
登
録
は
ト
ー
ク
検
索
で

「
東
京
農
業
ア
カ
デ
ミ
ー
八
王

子
研
修
農
場
」
を
選
択
又
は
左

下
QR
コ
ー
ド
よ
り
可
能
。
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（公財）農林水産振興財団

八王子研修農場

（発行責任者）

農場長 小寺孝治
（無料）

研
修
農
場
新
聞

観測史上最も暑い夏の経験を今後に生かす

今
夏
は
40
℃
を
超
え
る
日
も
あ
り
記
録
的
猛
暑
が
続
い
た
。
人

や
農
作
物
に
も
厳
し
い
環
境
で
あ
っ
た
が
、
み
ん
な
頭
と
体
を
フ

ル
に
使
い
な
が
ら
新
規
就
農
に
向
け
て
日
々
研
鑽
に
励
ん
で
い
る
。

（７月）
・2日 卒業生農地見学会、７日 小平市の農家挨拶
・8日 農機・資材展、９日研修生取材、5、17日 直売
・24日職場体験 、26日 ラムラマルシェ、 30～31日管外視察研修

・フードバンク 提供 2、7、9、11、14、18、23、25、28日

（８月）
・1日 本庁予算打ち合わせ、 7日直売
・９～17日 研修生夏休み、21日 就農支援企画会議

・21日 就農準備資金ヒア 、27日 あきる野市農地調整

・フードバンク提供 1、4、6、8、15、18、22、25、27日

（９月）
・1日 研修生募集プレス、3日 直売、4日 JAみらい研修会

・9日 新規就農支援会議、8日 派遣農家挨拶（三鷹他）

・13、26日現地説明会、24日 八王子市農地調整

・フードバンク提供 1、5、8、10、12、19、22、24、26日

農
作
物
も
暑
さ
は
自
分
と
同
じ
と
考
え
て

７～９月の主な出来事

住所：東京都八王子市大谷町1013 電話：042-649-3444 アクセスはGoogleマップで検索

働く人も農作物も高温・強光・水分等に要注意！

２面拡大号

研
修
生
の
一
言

第
５
期
生
の
感
想
な
ど

第
６
期
生
の
感
想
な
ど

研
修
情
報

研
修
生
募
集
関
係

こ
れ
ま
で
の
天
候

各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
情
報

ホームページ



第２３号 東京農業アカデミー八王子研修農場ニュース ２０２５年１０月７日（大安）

残暑が厳しい中、今年の秋ジャガイモは、
気温と降雨を読みながら例年より約1週間
遅らせて植え付けを行った。

キャベツやブロッコリーの夏季育苗は

ハウスの間の屋外で遮熱資材をトンネ

ルし、自動タイマーで薄い液肥を潅水

しながら良質な苗を育苗

・緑肥用ヒマワリの前で

パチリ！この後、直ぐに

すき込みを行った（上）。

・9月中旬まきタマネギは、

マルチへの直播とセルト

レイ育苗後に定植する区

を設けた（写真右2枚）。9月下旬頃のニンジン、キャベツ畑

の様子。ほぼ順調に育つ。

７～８月には様々な播きものや抑制栽

培等がはじまる。クリーンシーダーも土

壌条件によって鎮圧度や覆土が均一に

されているかが重要。抑制トマトは養液

栽培と土耕栽培を行っている。

新規就農予定者のための就農支援会議

が開催され、2年生は自分達の就農計画

について都の農業関係機関の方々から

様々な助言や激励をいただいた。

今年は初めてイチゴの促成栽

培に挑戦。花芽を確認後に定

植してます。

先進地視察研修で、今年は静岡県
と神奈川県へエダマメを中心に視察
してきた。収穫脱莢機や洗浄機、選
別機等の活用、また、販売戦略、労
務管理など経営面での工夫点など、
大いに勉強になった。

2年生の就農計画について
の内部検討会では、指導員

や1年生も加えて、皆で活

発な議論を交わしている。

今年も新・農業人フェア（東京国際フォー
ラム）に出店してきました。開催時間中は
ほぼ来場者の方が埋まっている状況で
大いにPRができました。

翌日の降雨に期待し 、炎天下で

あったが、キャベツやブロッコリー

の苗を皆で一斉に手植えで定植。

定植後は潅水も行った。

研修農場
スナップ

２０２５年 ７～９月

この３月に卒業した第４期生が営農

している圃場の見学会を７月に実施

した。これまでの状況や今後につい

て説明を受け、研修生たちは明日は

我が身とばかり、活発な情報交換が

行われた。

７月に入

ると、肥

培管理や

畑づくり

で機械を

どんどん

活用

入講から約４ケ月目

頃の研修生（１年生）

暑さが厳しい日で

したが、 アカデミー

のホームページに

研修生を紹介するた

め、畑で写真を撮ら

せてもらいました。

受講までの経緯や

農業への思いなど、

研修生ごとに紹介し

ていますので、是非

HPを見てください！

７月末に飯田橋のラムラマルシェに出店した。

とても暑い日であったが、神楽坂祭りと重なっ

たこともあるが、約1000点の商品は夕方ま

でに完売。ご来店ありがとうございました。

今年も2年生がミニトマトのソバージュ栽

培に挑戦。8月を中心に収穫する作型と
したが、露地栽培では収穫できなくなる

時期なので、導入メリットはありそうだ。

２年生たちは、自分の圃場にて将来作ろうとしている

作物について、創意工夫しながら黙々と栽培管理や

収穫作業などを行っている。夏場は暑さ対策で７時

前から作業をしている研修生も多い。

夏野菜の収穫がはじまると、順次、収穫

や荷造りを行い、直売や出荷等を行って

います。直売所では研修生たちが直接

販売研修。販売前にはおすすめ品目の

紹介なども行ってます（左）。


